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　自主財源とは、村税・

分担金及び負担金・使用

料及び手数料など、自治

体が自らの意志に基づい

て徴収できる財源です。

自主財源とは

　依存財源とは、地方交

付税・国県支出金など、

国や県から交付を受けた

収入をいいます。

依存財源とは

（単位：千円）

■国民健康保険　歳入　469,144

　　　　　　　　歳出　449,441

■老人保健　　　歳入　47,830

　　　　　　　　歳出　47,800

■簡易水道　　　歳入　49,978

　　　　　　　　歳出　48,815

■国民健康保険病院

　　　　　　　　歳入　521,706

　　　　　　　　歳出　510,831

■電　　気　　　歳入　29,916

　　　　　　　　歳出　34,203

■介護保険　　　歳入　335,432

　　　　　　　　歳出　325,970

■後期高齢　　　歳入　65,240

　　　　　　　　歳出　65,072

【一般会計】

※（　　％）は構成比

我が家の家計簿
（椎葉村の財政状況）

平成20年度の決算を報告します

【特別会計】
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【総 務 費】
定 額 給 付 金 53,596
村 営 バ ス 運 行 業 務 48,568
電 算 管 理 費 7,056
地 籍 調 査 事 業 42,536
椎 葉 平 家 ま つ り 23,368

【民 生 費】
災 害 救 助 費 10,996
障 が い 者・ 高 齢 者 住 宅 改 造 助 成 5,078
老 人 保 護 措 置 事 業 6,294
介 護 給 付 事 業 58,539
健 康 増 進 事 業 16,490
予 防 接 種 事 業 4,264
児 童 館・ 保 育 所 運 営 費 63,935
す こ や か 祝 金 5,000

【衛 生 費】
合 併 処 理 浄 化 槽 設 置 事 業 2,738
塵 芥 処 理 費 29,993
し 尿 処 理 費 52,000

【農林水産業費】
園 芸 に 対 す る 施 設 整 備 事 業 10,032
農業生産活動維持に対する交付金 43,418
国土保全造林（新植、下刈、除間伐）支援 26,717
公 有 林 整 備 26,908
森 林 整 備 活 動 に 対 す る 交 付 金 51,944
林 道 開 設 舗 装 事 業 172,986
自 然 災 害 防 止 治 山 事 業 2,520
営 農 飲 雑 整 備 事 業 31,450
獣 害 防 止 対 策 事 業 1,974
優 良 雌 牛 導 入 に 対 す る 貸 付 24,000
畜 産 関 係 補 助 事 業 12,657
し い た け 振 興 事 業 等 1,672
畜 産 施 設 等 に 対 す る 整 備 事 業 109,725

【土 木 費】
村 道 維 持 費 153,946
村 産 材 住 宅 建 築 に 対 す る 支 援 5,113
住 宅 維 持 管 理 8,110
急 傾 斜 地 崩 壊 対 策 事 業 9,064
村 道 改 良・ 舗 装 事 業 87,700
火 災 警 報 器 設 置 事 業 12,028

【教 育 費】
人 づ く り 推 進 費 3,435
文 化 財 保 護 費 23,678
小 中 学 校 管 理 費 87,385
寄 宿 舎 運 営 費 42,350
公 民 館 費 5,129
奨 学 資 金 貸 付 金 30,120

平成20年度 一般会計の主な事業　（単位：千円）

　平成20年度一般会計の決算額は、歳入総額46億
6,545万４千円（前年度比21.5％減）に対し、歳出45
億7,204万円（22.0％減）となり、差引9,341万４千
円で翌年度繰越財源は1,320万７千円、実質8,020
万７千円の黒字となりました。
　また、自治体の財政状況を示す数値、経常収支比
率は80.8％（2.8％減）、実質公債費比率は17.0％（0.2％
増）となりました。
　今後も予測される地方交付税の減額など、財政事
情は極めて厳しい状況にありますが、諸政策を総合
的かつ計画的に推進しながら、引き続き経費節減に
努め、財政構造の弾力化、さらには効率的財政運営
の構築を目指していきます。

■財政力指数　0.188（町村平均　0.334）
　市町村の財政力を示す指数。１に近いほど普通交付
税算定上の留保財源が大きく、財源に余裕があります。
■経常収支比率　80.8％（町村平均87.9％）
　財政構造の弾力性を測定する指標。この比率が低
いほど新たな行政需要に弾力的に対応し、経済変動
にも的確に対処することが容易になります。
■実質公債費比率　17.0％　（町村平均15.0％）
　自治体収入に対する借金返済額の比率。従来の起
債制限比率には反映されなかった一般会計から特別
会計への繰り出し金も含まれ、自治体の財政実態を
より正確に把握できます。18％以上になると、新た
に地方債を発行して借金をする際、財政運営の計
画を立てて国や都道府県の許可が必要となります。
25％以上だと、単独事業の地方債が一部認められな
くなり、起債制限団体となります。
■積立金現在高　34億4,799万３千円
　　　　　　　　（町村平均17億4,500万円）
　特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立
てたもの。または定額の資金を運用するために設け
られているもののことです。

決算の概要財政の状況と用語の説明



しい
ば好人（すきびと）

入ってみら
んね〜

〜 しいばファンクラブのご案内 〜

椎葉のファンになってくれる人を募集し
ま〜す！！
椎葉が大好きな方や椎葉に行ってみたい
方など、椎葉村に興味がある方なら、ど
なたでも結構です。

その１．しいば好人通信の発行（不定期）
その２．年数回のアンケートイベント
　　　　（プレゼントあり）
その３．体験ツアーや体験プログラムの
　　　　案内
その４．イベントや特産品販売会の案内
その５．ファン感謝祭の実施

特典
椎葉が好きな方なら
どなたでも入会でき
ます。入会金・年会
費は一切かかりませ
ん。【しいば好人（す
きびと）申込書】の
提出により会員となります。

（ＦＡＸやメールでも受け付けます）

会員様からお預かりした個人情報は、椎
葉村観光協会が管理し、ファンクラブ通
信・イベント情報案内・特産品情報以外
は利用しませんので、ご安心ください。

お問い合わせは　こちらまで！！

〒883-1601
宮崎県東臼杵郡椎葉村大字下福良509-23番地
椎葉村観光協会内【しいば好人（すきびと）事務局】
TEL０９８２−６７−３１３９　FAX０９８２−６７−３１４４
メール s-heike@mx61.tiki.ne.jp
村ＨＰ http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp/
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椎葉村役場
　福祉保健課健 康 だ よ り №145

シリーズ

「食生活」

秋の味覚を上手に味わう 　「食欲の秋」ともいうように、秋は旬のお
いしい食べものがたくさんあります。そのな
かで、今回は「果物」についてお伝えします。

①果物に多い栄養素の働き

【 カリウム 】
　多くとりすぎた塩分を体の外に出して、血
圧が上がるのを抑える働きをします。

【 食物繊維 】
　血糖値が急に上がるのを防ぐ、便秘を改善
する、血液中のコレステロールを下げる、大腸
がんの発症を抑えるといった働きをします。

②果物の上手な食べ方
　「朝の果物は金、昼の果物は銀」という言葉があり

ますが、果物を食べるなら朝が一番良く、次は昼が良

いと言われます。それは、果物には糖分も多く含まれ

ているためです。朝や昼に食べればその日の活動のた

めに糖分がエネルギー源として使われやすいのです

が、夜にたくさん食べたり食べ過ぎたりすると、使わ

れない糖分が脂肪として体にたまりやすくなります。

　例えば、朝に柿を１個、昼にみかんを１個といった

食べ方もいいですね。間食をするという方は、普段食

べるものを果物に変えてみるのもいいでしょう。また、

新鮮なものを食べる、切ったらすぐ食べる、保
存するときはなるべく密封するといったことも栄
養素を上手にとる秘訣です。

　果物は切ったり皮をむいたりすれば、手軽においし

く食べられます。たくさんとってほしい栄養素も豊富

です。秋のおいしい果物を上手に味わってください。

【 ビタミンＣ 】
　皮膚や骨に存在するコラーゲンを作る手助
けをします。肌をきれいに保ちたい方にぜひ
たくさんとってほしい栄養素です。
　また、体の中で鉄の吸収をよくする働きも
します。貧血気味という方は、鉄が多い食品
（レバーや赤身の肉・魚、大豆や大豆製品、
切干し大根、ひじき、ほうれんそうなど）と
組み合わせてとるといいです。

秋が旬の果物でいうと

１日の量は
このくらいまでに

柿なら２個

みかんなら２個

ぶどうなら１房 梨なら１個



第23回「ひえつき節」日本一大会

姉妹で日本一
初の全部門制覇

　宮崎県を代表し全国的にも有名な民謡で、鶴富姫と那須大八郎の
悲恋物語を椎葉の山々に響かせて歌い継がれてきた労働歌「ひえつ
き節」。第23回目の日本一大会が９月12日と13日の二日間、椎葉村
開発センターで行われました。
　大会には昨年を上まわる215人が参加。村内で歌い継がれてきた
正調の部とそれ以外の一般の部、中学生以下の少年少女の部の３部
門に分かれ、自慢ののどを競いました。
　正調の部で優勝した福岡県在住の助産師 小

こ

渕
ぶち

愛
あい

子
こ

さん（24歳・
宮崎市）は、少年少女の部と一般の部に続き大会初の全部門制覇を
達成。一般の部で優勝した埼玉県在住の看護師 小

こ

渕
ぶち

華
はな

子
こ

さん（22歳・
宮崎市）も少年少女の部に続き２部門を制覇。２人は姉妹で「姉妹
そろって優勝できてうれしい」と喜びを口にしました。また、少年
少女の部で優勝した西小林小学校６年の西

にし

立
たて

野
の

彩
あや

加
か

さん（12歳・小
林市）は４回目のチャレンジで悲願の優勝。「小学生最後の年に優
勝できてうれしい」と喜びました。

【正調の部】（予選105人・決勝55人）

　優　勝　小渕　愛子（宮崎市）

　準優勝　黒木　里美（日向市）

　第３位　請田　美香（門川町）

　優秀賞　坂本　寅七（宮崎市）

　　〃　　横山　栄子（高鍋町）

　　〃　　芝　　絶子（西都市）

　　〃　　浜砂　重子（西都市）

【一般の部】（予選100人・決勝55人）

　優　勝　小渕　華子（宮崎市）

　準優勝　川口　和代（宮崎市）

　第３位　倉尾由美子（日南市）

　優秀賞　高見　春代（熊本県）

　　〃　　市来美年子（鹿児島県）

　　〃　　神崎由美子（大分県）

　　〃　　河内　正二（日向市）

【少年少女の部】（決勝のみ10人）

　優　勝　西立野彩加（小林市）

　準優勝　高橋　紀香（清武町）

　第３位　田原　美紀（美郷町）

　優秀賞　岩本　　希（清武町）

　　〃　　赤松かのん（延岡市）

　　〃　　尾前　菜奈（椎葉村）

　　〃　　黒木　美鈴（美郷町）

【特別賞】

　最年長　江口　定信（都城市）

　最年長　那須モモ子（椎葉村）

　最年少　高橋　紀香（清武町）

　最遠来　荒木　俊一（福岡県）

　団体賞　鸙野　哲良

（宮崎ひばり民謡会）

　　〃　　横山　栄子

（栄友会 横山教室）

　　〃　　泥谷　吉人

（日本民謡協会 延岡支部）

大 会 成 績

※敬称略

小渕愛子さん　華子さん

Public Relations of  SHIIBA 2009（H21）10月号 �

▲

各
部
門
の
優
勝
者　

小
渕
華
子
さ
ん
（
右
）、

　

小
渕
愛
子
さ
ん
（
中
央
）、
西
立
野
彩
加
さ
ん
（
左
）

▲少年少女の部で優秀賞
　尾

お

前
まえ

菜
な

奈
な

さん（尾向小６年）
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椎葉
晃充
村長の

９月の
動き

１
日　

県
町
村
会
行
政
調
査

　
　
　
　
（
〜
３
日
・
栃
木
県
）

３
日　

交
通
安
全
対
策
合
同
会
議（
役
場
）

４
日　

監
査
講
評
・
庁
議
・
入
札
会（
役
場
）

５
日　

日
向
東
臼
杵
交
通
指
導
員
研
修
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

７
日　

県
農
政
審
議
会
（
宮
崎
市
）

８
日　

９
月
定
例
議
会
（
〜
14
日
・
議
場
）

　
　
　

地
デ
ジ
入
札
会
（
役
場
）

９
日　

百
歳
長
寿
祝
い
（
平
寿
園
）

10
日　

全
国
町
村
会
政
調
会
（
東
京
都
）

12
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会（
予
選
）

13
日　

ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会（
決
勝
）

17
日　

観
光
大
使
用
務
・
本
省
要
望

　
　
　
　
（
〜
18
日
・
東
京
都
）

19
日　

体
育
大
会
（
椎
葉
中
学
校
）

20
日　

体
育
大
会
（
松
尾
中
学
校
）

24
日　

日
向
人
吉
間
期
成
同
盟
会
総
会

　
　
　

陳
情
活
動
（
熊
本
市
）

28
日　

県
要
望
活
動
（
宮
崎
市
）

29
日　

平
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

入
札
会
（
役
場
）

30
日　

す
こ
や
か
祝
い
金
交
付
式（
村
長
室
）

　
　
　

第
５
回
村
議
会
臨
時
会
（
議
場
）

秋の味覚 「栗
くり

」健康
レシピ 　栗の主成分は糖質で、ブドウ糖やショ糖を多く含む

ため甘みがあります。ビタミンＢ１、Ｃ、食物繊維が
豊富に含まれ、疲労回復、風邪の予防、整腸、便秘、
肌の老化防止等々に効果的。消化吸収が良く、体内で
他の食物と合わさり栄養素の吸収を助けます。

「栗
くり

大
だい

福
ふく

」

【栄養成分】※１個分
エネルギー：154kcal
たんぱく質：1.4g
脂質：0.2g　 塩分：1.5g

◆つくり方

① 渋を除いた後の栗を水で炊く（アク抜き）。

② ①の水を入れ替え、柔らかくなるまで煮

つめる。

③ ②に砂糖と塩を加え、20 〜 30分ほど練る。

④ ③を冷まし、30ｇほどに丸める。

や
わ
ら
か
い
皮
と

甘
い
栗
あ
ん
で

お
い
し
い
で
す
よ

中村 廣
ひ ろ

子
こ

 さん

松尾（中尾）

やわみだんごの粉…125ｇ

上新粉………………30ｇ

砂　糖………………100ｇ

◆材料

21

大福の皮 （12個分）

水…………225cc

食　紅……少々

片栗粉……適量

◆つくり方
① 鍋に水と砂糖、食紅を入れて火にかけ、砂糖

を溶かす。
② ①にやわみだんごの粉と上新粉を入れて火を

調節しながら練りあげる。
③ 片栗粉をひいたバットに②を入れ、片栗粉を

まぶしながら個数分にちぎる。
　 ※冷めたらちぎりにくくなるので注意！
④ 丸めた栗あんを、伸ばした③で包む。

▲すくすく子育て学級で作りました
　（９月24日・すこやか館）

栗 あ ん

栗…………500ｇ

白砂糖……200ｇ

塩…………少々

◆材料

▲椎葉チエカさんへ百歳祝い
（９日）

▲松尾橋から車で約10分。静かな
山の中に新築の美容室。日向か
ら移転して６月に新装オープン。

松尾（中の八重）
☎６７−１６４９

▲長年親しまれてきた岡田商店が閉
店。地域の声に応え、酒・たばこ・
雑貨のお店が改装オープン。

上椎葉（下椎葉）
☎６７−２２４３

▲椎葉のきれいな水でできた、こだ
わりの味。食べるとほのかな甘味。
ずっしり詰まった絹ごし豆腐。

上椎葉（夜狩内）
☎６７−２６５４

那須豆腐店 下椎葉商店 るい美容室 新
規
オ
ー
プ
ン
！



開催間近！　椎葉平家　まつり 2009 【問い合わせ先】
「椎葉平家まつり」実行委員会 事務局
☎0982-67-3203（椎葉村役場 総務課）
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　一車線の細い道。路上に一台、迷惑駐車。
そこにやって来たゴミ収集車。車が邪魔で
止められません。迷惑駐車は困ります。

（９月７日・上椎葉）

老人クラブの功労者

　

９
月
21
日
か
ら
の
10
日
間
は
「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」。
平
家
本

陣
前
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
９
月
18
日
・
那
須
橋
）

運
転 

気
を
付
け
て

椎
葉
チ
エ
カ
さ
ん 

祝
百
歳
！

　

尾
向
（
向
山
日
添
）
の
椎
葉
チ
エ
カ
さ
ん
が
９
月
10
日
で
百

歳
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）
生
ま
れ
の

チ
エ
カ
さ
ん
は
、
19
歳
で
結
婚
。
12
人
の
子
ど
も
を
も
う
け
、

孫
は
40
人
以
上
い
ま
す
。
若
い
頃
は
夫
と
福
岡
県
で
暮
ら
し
、

椎
葉
に
帰
っ
て
か
ら
は
農
業
と
商
店
の
経
営
で
生
計
を
立
て
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
平
寿
園
で
暮
ら
す
チ
エ
カ
さ
ん
。
９

月
15
日
に
開
か
れ
た
敬
老
会
と
誕
生
会
に
は
た
く
さ
ん
の
家
族

も
集
ま
り
、
み
ん
な
で
百
歳
を
祝
い
ま
し
た
。

迷
惑
駐
車
は
困
り
ま
す
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仲良しの 犬とニワトリ
　

松
尾
（
水
越
）
の
椎
葉
史ふ

み

公ひ
ろ

さ
ん
の
飼
っ
て

い
る
ニ
ワ
ト
リ
は
犬
の
「
マ
ル
」
が
大
好
き
。

エ
サ
を
一
緒
に
食
べ
ま
す
。
夜
も
安
全
な
犬
小

屋
の
中
で
す
。（
９
月
16
日
・
水
越
）

　地区の老人クラブの功労者として、県の老人クラ
ブ会長より表彰を受けた那須登さん（古枝尾下）、
椎葉和惠さん（上椎葉下１）、鳴海タカ子さん（新
下松尾）。村長への受賞報告を行いました。

（９月16日・村長室）

　

３
人
の
尊
い
命
を
奪
っ
た
平
成
17

年
の
台
風
14
号
。
あ
れ
か
ら
４
年
。

被
災
現
場
で
消
防
団
本
部
に
よ
る
追

悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
９
月
６
日
・
上
椎
葉
）

あれから４年



カメラ さんぽ
スポーツの「秋」

椎葉中学校体育大会（９月19日）

大河内地区・小学校合同秋季大運動会（９月26日）

松尾中・松尾地区合同体育大会（９月20日）
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た
と
い
わ
れ
る
。
即
ち
『
平
家
物
語
』
巻
八
「
太

宰
府
落
」
の
末
尾
に
、
清
経
は
都
落
ち
に
続
い

て
、
緒
方
三
郎
維
義
に
鎮
西
を
も
追
い
落
と
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悲
観
し
て
、
閑し

ず

か
に
経

読
み
念
仏
し
て
、
入
水
し
て
し
ま
っ
た
、
と
見

え
る
。『
源
平
盛
衰
記
』古こ

の

巻ま
き

三
十
三
に
よ
る
と
、

清
経
は
都
落
ち
の
後
、
残
し
て
来
た
女
房
に
、

鬢び
ん

の
髪
を
切
っ
て
形
見
と
し
て
送
っ
た
が
、
女

房
は
、
由よ

し

な
し
、
と
ば
か
り
「
見
る
か
ら
に
心

つ
く
し
の
か
み
な
れ
ば
う
さ
に
ぞ
返か

へ
す

本
の
や
し

ろ
に
」
の
歌
を
つ
け
て
返
し
て
来
た
。
清
経
は

「
柳
ヶ
浦
」
で
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
が
、
す
っ
か

り
悲
し
ん
で
、
七
日
の
後
、
海
に
沈
ん
で
し
ま
っ

た
、
と
あ
る
。
こ
の
清
経
入
水
の
説
話
も
非
常

に
宇
佐
的
で
あ
る
。
宇
佐
八
幡
の
神
人
の
間
で

伝
承
さ
れ
た
説
話
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
白
鳥
山
の
至
聖
地

御
池
の
西
、
五
家
荘
の
椎
原
・
久
連
子
・
葉
木

の
緒
方
三
家
は
、
清
経
の
子
孫
だ
と
言
い
伝
え

て
い
る
。

　

そ
の
家
伝
で
は
、
清
経
の
柳
ヶ
浦
入
水
の

こ
と
は
見
え
ず
、
寿
永
四
年
（
元
歴
二
年
・

一
一
八
五
年
）
三
月
二
十
四
日
、
段ま

ま

之
浦
の
合

戦
後
、
清
経
は
平へ

い

内な
い

左ざ

衛え

門も
ん

家い
え

長な
が

そ
の
他
と
と

も
に
四
国
祖い

谷や

に
一
年
ば
か
り
隠
れ
て
い
た

が
、
そ
の
後
八
幡
浜
か
ら
豊
後
鶴
崎
に
上
陸
。

由
布
院
に
い
た
と
こ
ろ
を
竹
田
の
緒
方
三さ

ぶ

良ろ
う

実

国
か
ら
、
我
が
館
へ
、
と
飛
札
あ
り
、
そ
の
勧す

す

め
に
ま
か
せ
て
、
緒
方
の
館
に
移
っ
た
が
、
そ

の
二
年
後
、
実
国
が
亡
く
な
っ
た
。
遺
言
で
、

そ
の
娘
と
結
婚
。
実
国
の
婿
と
な
り
、
緒
方
三

良
を
名
乗
っ
て
、
薩
摩
に
逃
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
日
向
蔵く

ら

岡お
か

で
、
数
馬
な
る
山
賊
と
不
思

議
な
出
会
い
を
し
、
そ
の
案
内
で
肥
後
五
家
荘

に
住
む
こ
と
と
な
っ
た
、
と
い
う
。
こ
こ
で
一

家
は
椎
原
・
久
連
子
・
葉
木
の
庄
屋
と
し
て
栄

え
る
こ
と
と
な
る
が
、私
は
椎
葉
不
土
野
の「
若

林
椎
葉
家
」
は
、
白
鳥
山
御
池
を
挟
ん
で
、
五

家
荘
緒
方
三
家
と
対
応
す
る
名
門
で
あ
る
ま
い

か
、
と
考
え
て
い
る
。

　
（
西
南
学
院
大
学 

名
誉
教
授　

山
中 

耕
作
）

年
（
一
二
五
四
年
）
四
月
二
六
日
付 

時
頼
重

時
在
判
下
知
状
に「
熊
野
山
領
日
向
高
知
尾
庄
」

と
み
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
分
か
る
よ
う
に
、

中
世
、
高
千
穂
十
八
郷
は
紀
州
熊
野
山
灯
明
領

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
之
影
の
船
霊
神
社
を

代
官
所
と
し
、
高
千
穂
神
社
を
そ
の
惣そ

う

社じ
ゃ

と
し

た
、
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
高
千

穂
夜
神
楽
の
神
楽
歌
の
ほ
と
ん
ど
は『
古
事
記
』

『
風
俗
歌
』
以
下
の
日
本
古
典
か
ら
幅
広
く
採

ら
れ
て
お
り
、
他
所
出
来
。
逆
に
土
地
の
神
楽

歌
は
非
常
に
少
な
く
「
地
割
」
の
数
首
く
ら
い

の
も
の
で
あ
る
。
神
話
劇
が
あ
る
か
ら
西
日
本

的
等
と
も
い
う
が
、
そ
の
岩
屋
神
楽
は
伊
勢
神

楽
。
近
ご
ろ
の
混
入
で
あ
る
か
に
窺
え
る
。

　

ま
た 

③
阿
蘇
修
験
的 

と
い
う
の
は
、
高
千

穂
夜
神
楽
に
吉
見
の
阿
蘇
権
大
宮
司
家
が
拘か

か

わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
阿
蘇
修
験
的
、
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

要
す
る
に
高
千
穂
夜
神
楽
は
、
中
世
、
熊
野

の
竈
祓
の
比
丘
た
ち
が
、
宇
佐
出
来
の
『
緒
方

家
伝
（
三
輪
山
伝
説
）』
を
編
み
直
し
た
『
高

千
穂
十
社
縁
起
』
を
由
緒
と
し
て
、
正
月
直
前

冬
至
に
除
災
招
福
の
神
楽
を
始
め
た
も
の
ら
し

い
が
、
こ
の
熊
野
の
他
、
阿
蘇
修
験
、
更
に
は

鵜
戸
神
宮
を
主
な
溜
ま
り
場
に
す
る
宗
教
家
も

こ
れ
に
参
加
し
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
こ
こ
で
は
高
千
穂
神
楽
に
つ
い
て
ば

か
り
述
べ
て
き
た
が
、
椎
葉
神
楽
は
高
千
穂
夜

神
楽
と
全
く
同
系
統
で
あ
る
か
ら
、
椎
葉
神
楽

で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、「
若
林
椎
葉
家
」
も
そ
の
宇
佐
系

の
重
要
な
溜た

ま
り
場
。
あ
る
い
は
そ
れ
ら
宗
教

家
の
強
力
な
指
導
者
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
平
家
落
人
で
先
述
の
豊
後

緒
方
家
と
格
別
の
縁
故
を
言
い
立
て
る
家
筋
が

あ
る
。
肥
後
・
日
向
境
の
白
鳥
山
の
西
側
肥
後

五
家
荘
の
緒
方
三
家
で
あ
る
。
五
家
荘
の
伝
説

に
拠よ

る
と
、
平
重
盛
三
男
左
中
将
清
経
は
、
緒

方
三
郎
維
義
に
太
宰
府
を
追
い
落
と
さ
れ
た

後
、
前
途
を
悲
観
し
て
、
門
司
沖
と
も
周
防
灘

と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
柳
ヶ
浦
」
で
入
水
し

遷
し
て
お
祭
り
申
し
上
げ
た
、
と
い
う
。

　

延
宝
二
年
（
一
六
五
四
年
）
の
『
高
千
穂
明

神
帳
』
に
よ
れ
ば
、
十
社
大
明
神
は
須
弥
山
か

ら
で
は
く
て
「
日
向
国
宇う

戸ど

（
鵜
戸
）
里
ヨ
リ

当
国
ヘ
御
光
臨
被
遊
候
」
と
見
え
、
こ
の
十
社

大
明
神
に
追
わ
れ
て
、
鬼
八
は
乳
ヶ
岩
屋
か
ら

奈
須
山
（
椎
葉
）・
米
良
・
相
良
・
八
代
・
阿
蘇
・

祖
母
山
と
逃
げ
廻
り
、
再
び
高
千
穂
に
戻
っ
た

と
こ
ろ
を
退
治
さ
れ
た
と
あ
る
。
土
地
の
伝
説

で
は
鬼
八
を
追
っ
て
疲ひ

労ろ
う

困こ
ん

憊ぱ
い

の
十
社
大
明
神

に
、と
あ
る
里
の
爺
様
が
団
子
を
差
し
上
げ
た
。

喜
ん
だ
十
社
大
明
神
は
「
年
に
七
回
だ
け
神
楽

を
許
す
」
と
お
っ
し
ゃ
た
が
、
爺
様
は
耳
が
遠

く
て
「
年
に
一
回
だ
け
」
と
聞
い
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
、
夜
神
楽
は
年
一
回
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
、
と
い
い
、
文
久
三
年
（
一
八
六
四

年
）
の
『
高
千
穂
庄
神
蹟
明
細
帳
』
に
は
鬼
八

を
「
走
建
」
と
い
う
、
と
あ
る
。

　

高
千
穂
町
泉
福
寺
前
住
職
藤
寺
非
宝
師
は
、

華け

厳ご
ん

の
碩せ

き

学が
く

だ
が
、
か
ね
て
ガ
リ
版
刷
な
が
ら

大
量
の
高
千
穂
夜
神
楽
の
縁
起
を
復
刻
さ
れ
た

高
千
穂
夜
神
楽
に
た
い
へ
ん
詳
し
い
方
で
あ
る

が
、
そ
の
藤
寺
師
に
よ
る
と
高
千
穂
夜
神
楽

は
、
①
宇
佐
八
幡　

②
紀
州
熊
野
比び

丘く　

③
阿

蘇
修
験　

そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
が
窺う

か
が
え
る
と
言
わ

れ
る
。

　

ま
ず 

①
宇
佐
八
幡
的 

で
あ
る
こ
と
は
、
高

千
穂
夜
神
楽
の
起
源
を
説
く
『
高
千
穂
十
社
縁

起
』
が
宇
佐
祀し

官か
ん

の
緒
方
家
の
家
伝
に
依
っ
て

い
る
こ
と
。

　

次
に 

②
紀
州
熊
野
比
丘
的 

で
あ
る
こ
と
は
、

高
千
穂
夜
神
楽
の
次
第
を
見
れ
ば
「
地
割
」
が

原
点
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
即
ち
「
地
割
」
は

竈か
ま
ど

祓ば
ら

え
そ
の
も
の
。
こ
れ
は
熊
野
の
竈
祓
え
比

丘
か
ら
始
ま
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
建
長
六

　

※
先
月
の
つ
づ
き

　

さ
て
『
平
家
物
語
』
巻
八
「
小お

手だ

巻ま
き

」
所
載

の
『
緒
方
家
伝
』
は
、中
世
後
期
、同
じ
姥う

ば

嶽だ
け
（
祖

母
山
）
山
麓
の
高
千
穂
町
で
、
高
千
穂
夜
神
楽

の
起
源
説
に
変へ

ん

貌ぼ
う

し
た
。
建
武
五
年（
一
三
三
八

年
）
の
『
高
千
穂
十
社
御
縁
起
』
に
よ
る
と
、

神
武
天
皇
の
長
男
十
社
大
明
神
は
、
カ
イ
メ
イ

天
皇
の
五
年
、
須し

ゅ

弥み

山せ
ん

の
頂
か
ら
日
向
国
に
降

臨
さ
れ
た
が
、
と
あ
る
峰
に
光
る
物
が
あ
り
、

不
思
議
に
思
っ
て
分
け
入
っ
て
み
る
と
、
一
人

の
古
老
が
い
た
。
事
情
を
聞
く
と
「
こ
こ
は
高

千
穂
の
鬼
ヶ
里
。
光
る
も
の
は
、
姥
嶽
の
主
イ

ナ
オ
明
神
の
娘
の
鵜う

ノの

目め

明
神
で
、
乳
ノ
岩
屋

二
十
五
丁
の
地
底
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
が
、
鬼き

八は
ち

と
い
う
主
人
持
ち
だ
。た
だ
し
、そ
の
鬼
八
は
、

今
は
不
在
」と
言
う
。
そ
こ
で
、十
社
大
明
神
は
、

姥
嶽
の
乳
ヶ
岩
屋
を
訪
ね
て
、
な
ん
と
鵜
ノ
目

明
神
と
「
褄つ

ま

に
褄
を
引
き
重
ね
給
ふ
」
仲
に
な
っ

て
し
ま
わ
れ
た
。
三
日
後
、
鬼
八
は
帰
っ
て
来

て
、
大
い
に
怒
り
、
十
社
大
明
神
に
討
っ
て
掛

か
っ
て
き
た
が
、
十
社
大
明
神
は
弟
の
力
を
借

り
て
鬼
八
を
退
治
し
た
。
こ
の
十
社
大
明
神
は
、

一
〇
八
七
八
五
丁
歩
の
免め

ん

田だ

を
所
有
し
て
、
朝

廷
と
し
ば
し
ば
諍あ

ら
そ
い
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
や
が
て
御
領
は
朝
廷
に
返
還
し
、
乳
ヶ
岩

屋
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
家
来
た
ち
は
、

現
在
の
高
千
穂
町
三
田
井
の
高
千
穂
神
社
に
お

椎
葉
の
民
話

119

「
平へ

い

家け

落お
ち
ゅ
う
ど人

内ね
え

膳ぜ
ん

殿ど
の

」
の
話

（『
広
報
し
い
ば
』
№
５
５
６　
　

平
成
十
二
年
二
月
号
で
紹
介
）

椎
葉
の
散
歩
道



■問い合わせ先
　宮崎労働局 労働基準部 賃金室
　　☎０９８５−３８−８８３６

シカの特別捕獲実施中
入山にはご注意を！

　増えすぎたシカによる農林作物へ
の被害を軽減するため、９月からシ
カの特別捕獲を実施しています。期
間中は、オレンジ色の帽子とベスト
を着用したハンターが山に入り、猟
銃やわなによる捕獲を行います。
■捕獲期間　平成22年３月31日まで
■捕獲区域　椎葉村内全域
■注意事項　特別捕獲の実施には、
安全管理に万全を尽くしています。し
かし、不慮の事故を防止するため、捕
獲者から見て分かりやすい服装で入山
いただくよう、ご協力をお願いします。
■問い合わせ先
　役場 農林振興課 林業係
　　☎０９８２−６７−３２０６

航空祭が開催されます
　航空自衛隊新田原基地で航空祭が
開催されます。
■期日　12月６日（日）
■時間　8：30 〜 15：00 ※予定
■場所　航空自衛隊新田原基地
■主要イベント
　ブルーインパルス曲技飛行
　各自衛隊機の飛行展示 ほか
■入場料　無料
■駐車場について

【基地内駐車場】
　◎駐車券必要（応募による抽選）

※応募は専用フォームか往復ハ
ガキで

※応募期間は10/26 〜 11/25
※応募ハガキは10/26の消印か

ら有効
【基地外特設駐車場】
　◎駐車券不要・有料シャトル利用
■問い合わせ先
　航空自衛隊 新田原基地
　第５航空団司令部監理部
　基地渉外室 広報班
　　☎０９８３−３５−１１２１（広報班）
※ホームページは「新田原基地」で

検索しアクセスを！

税の納期（10月分）
　【村（ 県 ）民 税】（３期）
　【国民健康保険税】（５期）
■納　期　限　10月30日
■口座振替日　10月26日
■問い合わせ先
　役場 税務住民課 税務グループ
　　☎０９８２−６７−３２０５

納税はお早めに
　税金の納め忘れはありませんか。
納期限を過ぎますと、督促状の発行
や滞納整理の事務などで、必要以上
の税金が必要となります。税金は期
限内に納めましょう。

平成21年度 軽自動車税

地
区
別
滞
納
台
数 

一
覧

上椎葉 2 5 台
鹿野遊 ４ 台
仲　塔 １ 台
尾八重 ６ 台
尾　向 ８ 台
不土野 ７ 台
栂　尾 ０ 台
大河内 ４ 台
小　崎 2 8 台
松　尾 1 0 台
村　外 2 1 台
合　計 1 1 4 台

※９月５日現在・課税台数1,792台

　

お気軽に「行政相談」へ
　行政に関する苦情や要望はござい
ませんか。お気軽にご相談ください。
■期日　10月13日（火）・11月10日（火）
　　　　　※毎月第２火曜日
■時間　9：00 〜 12：00

■場所　高齢者センター（上椎葉）
■問い合わせ先
　役場 総務課 行政グループ
　　☎０９８２−６７−３２０１

いつも身近な相談相手
「行政書士無料相談会」
　行政書士による無料相談会が行わ
れます。お気軽にお越しください。
■期日　10月14日（水）
■時間　13：00 〜 15：00
■場所　高齢者センター（上椎葉）
■相談内容
　相続遺言に関すること
　契約書、示談書、内容証明書等
　建設業等各種営業許可
　農地転用や開発行為について
　法人設立手続き
　その他官公署に提出する書類
■問い合わせ先
　甲斐 正春 行政書士
　　☎０９８２−６９−３２００
　那須 　太 行政書士
　　☎０９８２−６７−１６０４
　椎葉 博保 行政書士
　　☎０９８２−６７−３５２５
※電話での相談もお受けいたします。

平和な日本 平和な世界へ
「戦没者追悼式」開催

　戦没者を追悼し平和を祈念する
「戦没者追悼式」が開催されます。
ご遺族や関係者のみなさんのご出席
をよろしくお願いいたします。
■期日　10月30日（金）
■時間　10：00 〜（受付8：30 〜）
■場所　村民体育館（村慰霊塔）
■問い合わせ先
　役場 福祉保健課 福祉係
　　☎０９８２−６８−７５１２

宮崎県の最低賃金 改正
時間額 629円

　宮崎県最低賃金は、今年10月14日
から「時間額629円」に改正される
ことになりました。
　最低賃金は臨時、パート、アルバ
イトを含む宮崎県内で働くすべての
労働者に適用されます。

Shiiba Information

お知らせ
●椎葉村ホームページ
http://www.vill.shiiba.miyazaki.jp
●椎葉村メールアドレス
shbwebm@vill.shiiba.miyazaki.jp

村内のうごき  ●９月１日現在
　男　　1,561人（＋6）
　女　　1,574人（−8）
　計　　3,135人（−2）
世帯数　1,259戸（＋3）
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１
日　

県
中
学
秋
季
体
育
大
会（
陸
上
）

３
日　

文
化
の
日

　
　
　

地
区
文
化
祭
（
村
内
）

６
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り
（
法
楽
祭
）

　
　
　

和
牛
登
録
（
那
須
橋
）

７
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り

　
　
　

県
中
学
秋
季
体
育
大
会

　
　
　
　
（
〜
９
日
）

８
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り

９
日　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
（
〜
15
日
）

中
旬　

防
火
査
察
（
村
内
）

10
日　

予
防
接
種
（
三
種
混
合
）

　
　
　

行
政
相
談（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

11
日　

村
へ
き
地
教
育
研
究
大
会

12
日　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
定
例
会

14
日　

椎
葉
郷
土
芸
能
の
夕
べ

　
　
　
　
（
博
物
館
）

　
　
　

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
家
庭
教
育
学
級

　
　
　
　

合
同
研
究
大
会

15
日　

家
庭
の
日（
毎
月
第
３
日
曜
日
）

17
日　

予
防
接
種
（
Ｍ
Ｒ
）

18
日　

１
歳
６
ヶ
月
・
３
歳
児
健
診

20
日　

子
牛
セ
リ
市

　
　
　
　
（
〜
21
日
・
延
岡
市
）

　
　
　

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　

よ
る
無
料
移
動
相
談

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

21
日　

持
久
走
大
会（
大
河
内
小
学
校
）

24
日　

妊
婦
・
乳
児
・
お
誕
生
日
相
談

　
　
　

乳
児
健
診
・
予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
Ｍ
Ｒ
）

　
　
　

焼
畑
収
穫
祭
（
尾
向
小
学
校
）

26
日　

持
久
走
大
会（
不
土
野
小
学
校
）

29
日　

と
び
が
ち
大
会

11
月
の
主
な
行
事

BOOK  CORNER

おすすめの１冊
開発センター
■問い合わせ先
　椎葉村教育委員会
　☎0982−67−2850

図書室だより松尾中学校

松尾中 教諭

西
にし

村
むら

 広
こう

毅
き

 さん

　

40
年
以
上
も
前
に
発
行
さ
れ
た
絵

本
で
す
が
、
今
な
お
広
く
読
ま
れ
て

い
ま
す
。
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、
優

し
い
気
持
ち
に
な
る
絵
本
で
す
。

『
だ
る
ま
ち
ゃ
ん 

と 

　
　
　

て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
』【

福
音
館
書
店
】

（
著
）
加
古 

里
子

松尾中 ３年

甲斐 健
けん

太
た

 くん

　

ダ
レ
ン
が
親
友
と
違
法
な
サ
ー
カ

ス
を
見
に
行
っ
た
せ
い
で
起
こ
っ

た
、
２
人
の
人
生
の
物
語
。
先
の
読

め
な
い
展
開
に
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
。

『
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
』

　

− 

奇
怪
な
サ
ー
カ
ス 

−

【
小
学
館
】

（
著
）D

arren Shan

（
訳
）
橋
本 

恵

　

不
可
能
と
も
言
わ
れ
た
無
農
薬
、

無
肥
料
で
の
リ
ン
ゴ
栽
培
。
そ
の
実

現
に
向
け
て
苦
闘
し
て
き
た
木
村
秋

則
さ
ん
の
人
生
を
描
く
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
で
も
紹
介

さ
れ
た
木
村
さ
ん
の
半
生
記
。

『
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
』

【
幻
冬
舎
】

（
著
）
石
川 

拓
治

28

　

お
ん
ど
り
の
フ
ラ
ン
ツ
、
ネ
ズ
ミ

の
ジ
ョ
ニ
ー
、
ぶ
た
の
ヴ
ァ
ル
デ

マ
ー
ル
は
、
だ
い
の
な
か
よ
し
。
な

ん
で
も
は
な
し
あ
い
、
た
す
け
あ

う
・
・
・
そ
ん
な
３
び
き
の
ほ
ほ
え

ま
し
い
友
情
を
描
い
た
絵
本
。

『
と
も
だ
ち
』

【
ほ
る
ぷ
出
版
】

（
さ
く
）
ヘ
ル
メ
・
ハ
イ
ネ

（
や
く
）
い
け
だ 

か
よ
こ

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

那
須 

儀よ
し

暢の
ぶ 

く
ん

（
鹿
野
遊
）
正
彦
・
ゆ
か
り 

さ
ん

　
　

右
田 

秀し
ゅ
う太た

朗ろ
う 

く
ん

（
本
郷
）
浩
・
里
美 

さ
ん

　
　

岡
村 

真ま

陽ひ

野の 

ち
ゃ
ん

（
下
松
尾
）
亮
二
・
美
和 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

椎
葉 

ウ
ラ 

様
（
97
歳
）

　
　
　

松
尾
（
小
原
）

　

椎
葉 

サ
キ 

様
（
89
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
間
柏
原
）

　

尾
前 

ト
シ
ノ 

様
（
72
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
上
椎
葉
下
二
）

　

田
原 

フ
ヂ
ノ 

様
（
83
歳
）

　
　
　

上
椎
葉
（
上
椎
葉
下
一
）

　

那
須 

コ
ト 

様
（
90
歳
）

　
　
　

不
土
野
（
不
土
野
中
）

香
典
返
し　
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活

　
　
　
　
　
　
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

那
須 

秀
盛 

様
（
小
崎
）

　
　
　
（
故 

那
須 

畩
雄 

様
）

　

椎
葉 
静
雄 

様
（
小
原
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

ウ
ラ 

様
）

　

椎
葉 
次
男 
様
（
間
柏
原
）

　
　
　
（
故 

椎
葉 

サ
キ 

様
）

　

田
原 

信
生 
様
（
上
椎
葉
下
一
）

　
　
　
（
故 
田
原 

フ
ヂ
ノ 

様
）

戸
籍
だ
よ
り
（
８
月
届
出
分
）
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▼
秋
で
す
。
食
欲
の
秋
で
す
。
ご
飯
が
美
味
し

い
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
体
重
計
に
乗
っ
て
み
ま

し
た
。
少
し
増
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
考
え
て

み
る
と
、
今
増
え
て
い
る
の
は
夏
に
食
べ
た
か

ら
。
こ
れ
か
ら
が
心
配
で
す
▼
秋
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
で
す
。
各
地
で
体
育
大
会
・
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
取
材
で
大
河
内
の
運
動
会
に
行

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
行
わ
れ
た
地
区
対
抗
の
綱

引
き
で
衝
撃
の
出
来
事
が
。
予
定
時
間
は
15
秒

間
。
一
斉
に
引
っ
張
る
こ
と
４
〜
５
回
。
な
ん
と

太
い
綱
が
中
心
で
真
っ
二
つ
に
。
幸
い
に
も
ケ

ガ
人
は
無
し
。
ひ
と
安
心
で
す
▼
秋
で
す
。
読

書
の
秋
で
す
。
ず
っ
と
忙
し
く
て
、
ゆ
っ
く
り
本

を
読
む
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
え
て

気
に
な
っ
て
い
る
本
を
ま
と
め
買
い
し
て
み
ま

し
た
。
そ
の
内
の
一
冊
が
時
間
を
上
手
に
使
う
た

め
の
本
。
と
り
あ
え
ず
、そ
の
本
を
読
む
た
め
に
、

時
間
を
上
手
に
使
わ
な
け
れ
ば
▼
秋
で
す
。
睡

眠
の
秋
？
で
す
。
眠
り
が
深
い
の
か
、
睡
眠
時

間
は
少
な
く
て
も
割
と
大
丈
夫
。
で
も
、
本
を

読
め
ば
す
ぐ
に
ウ
ト
ウ
ト･･･

。
時
間
を
作
っ
て

も
、
本
は
読
め
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
（
リ
キ
）

編
集
後
記

E
d

ito
r's C

o
m

m
en

t

今月の表紙  Cover Message
　

大
河
内
の
地
区
・
小
学
校
合
同
運
動

会
。
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
て
大
縄
跳

び
を
し
ま
し
た
。
２
回
行
っ
て
、
合
計

で
多
く
飛
ん
だ
方
が
勝
ち
で
す
。
先
に

白
組
。
ま
ず
は
練
習
。
調
子
よ
く
10
回

以
上
跳
び
ま
し
た
。
そ
し
て
本
番
。
な

ん
と
１
回
も
跳
べ
ず
に
失
敗
。
さ
ら
に

２
回
目
も
失
敗
。
結
果
は
１
回
目
で
10

回
以
上
、
２
回
目
で
30
回
以
上
跳
ん
だ

赤
組
の
圧
勝
と
な
り
ま
し
た
。

『大
おお

縄
なわ

跳
と

び』

選
評
・
角　

光
雄
先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

里
山
を
渡
り
て
広
し
天
の
川　

	

山
本　

和
枝

［
評
］
里
山
と
い
う
こ
と
ば
は
、
昨
今
、
台
頭
し
て
き
た
語
。
人
と
自
然

が
共
存
し
て
、
山
・
森
林
・
湧
水
・
川
そ
れ
に
動
物
、
植
物
と
の

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
処
、
謂
う
な
れ
ば
椎
葉
村
の
よ
う
な
と
こ
ろ
。

夜
、
外
へ
出
て
空
を
仰
げ
ば
、
無
数
の
星
の
か
が
や
き
の
大
河
。

作
者
の
憩
い
の
ひ
と
と
き
で
あ
ろ
う
。

ひ
え
つ
き
節
流
れ
に
乘
っ
て
秋
た
け
な
わ	

黒
木
八
重
子

［
評
］
ひ
え
つ
き
節
日
本
一
大
会
が
催
さ
れ
た
。
年
々
盛
ん
に
な
っ
て
い

く
と
か
。
掲
句
は
、
三
味
線
と
尺
八
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

だ
。
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
秋
酣
の
季
語
も
い
い
。

門
燈
の
そ
ば
に
生
ま
れ
て
虫
の
秋	

中
瀬　
　

汀

［
評
］
涼
を
求
め
て
夜
を
出
て
み
る
と
、
辺
り
一
面
、
虫
時
雨
。
あ
ち
ら

に
も
こ
ち
ら
に
も
虫
の
声
。
そ
う
言
え
ば
一
週
間
ほ
ど
前
、
門
灯
の

近
く
で
鈴
虫
が
い
い
声
で
鳴
い
て
い
た
が
ど
う
し
て
い
る
の
か
な
。

《
入
選
》

草
む
ら
を
分
け
て
栗
の
実
ひ
ろ
い
け
り

那
須　

瑞
穂

水
口
の
弊
に
新
涼
あ
り
に
け
り

那
須　
　

正

遠
ざ
か
る
故
郷
と
は
な
り
盆
の
月

小
丸
川
河
童

尾
根
の
上
秋
風
た
ち
て
艶
や
か
に

椎
葉
シ
ヅ
子

新
米
が
来
て
故
郷
の
声
も
来
て

小
八
重
知
津
子

椎

茸

の

香

り

漂

う

里

の

味

椎
葉　
　

満

《
特
選
》

朝
起
き
て
窓
か
ら
ひ
や
り
秋
の
風

那
須　

結
香
（
三
年
）

赤
と
ん
ぼ
椎
葉
の
空
を
染
め
て
い
く

椎
葉
ひ
か
り
（
二
年
）

ひ
ま
わ
り
が
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る

尾
前　
　

楓
（
一
年
）

《
入
選
》

日
傾
き
ひ
ま
わ
り
た
ち
も
首
か
し
げ

椎
葉　

康
文
（
三
年
）

夏
が
来
た
川
に
飛
び
込
み
魚
突
き

椎
葉
裕
二
郎
（
三
年
）

夕
焼
け
の
山
に
隠
れ
て
ま
た
明
日

中
瀬　

大
士
（
三
年
）

と
ん
ぼ
た
ち
青
空
飛
行
町
へ
向
け

吉
持　

賛
花
（
三
年
）

せ
み
達
の
声
に
せ
か
さ
れ
宿
題
だ

右
田　

莉
奈
（
二
年
）

水
着
着
る
そ
の
日
に
限
っ
て
曇
り
空

椎
葉　

章
和
（
二
年
）

踊
っ
て
る
風
に
揺
ら
れ
て
風
鈴
が

椎
葉　

稜
奈
（
二
年
）

勉
強
中
団
扇
ぱ
た
ぱ
た
蒸
し
暑
い

尾
前　

彩
夏
（
一
年
）

風
鈴
の
音
色
が
響
く
風
だ
よ
り

黒
木　

千
広
（
一
年
）

涼
し
い
夜
き
っ
と
ど
こ
か
で
祭
り
あ
る

南
薗　

直
美
（
一
年
）

選
・
角　

光
雄 

先
生（
あ
じ
ろ
主
宰
）

俳
句
募
集
＝ 

ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課

へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

椎
葉
中
学
校 

生
徒
作
品

（
全
七
十
六
句
よ
り
）
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　クマツヅラ科ムラサキシキブ属。椎葉の山が色づ
き始める10月から11月にかけて、葉の付け根に直径
３㎜ほどの紫色の球果を実らせている低木を見かけ
ます。これがムラサキシキブで北海道から本州、四
国、九州、琉球に分布します。長さ10㎝ほどの長楕
円形の葉を対生につけ、初夏になると薄紫の花を咲
かせます。大きくても樹高２，３mほどにしかなら
ない低木ですが、葉が紅葉して散ったあとも果実が
枝に残るため、秋の林内で人目を引きます。ムラサ
キシキブ属を意味するCallicarpa（Callos，美しい；
carpos，果実）は本種の特徴をよく表しているとい
えるでしょう。和名の由来も平安時代の作家、紫
式部の名を借りて実の美しさを表現したことからと
か。椎葉の山中ではよく似た紫色の果実をつけるヤ
ブムラサキも多く見かけますが、こちらは細い枝や
葉に毛が密生しているので区別できます。

（九州大学演習林　榎木　勉・内海 泰弘）

ムラサキシキブ
84

フェイス！
Face 
in October

　椎葉に帰ってきて１年と４ヶ月が過ぎました。休みの
日は大好きな魚釣りをしたり、地域の人たちと色々な行
事に参加したりと、楽しんでいます。これからは地域の
ために少しでも貢献できるように頑張りたいと思います。
よろしくお願いいたします。

25
歳
・
尾
向
（
尾
前
下
）

勤
務
先
：
㈲
栄
産
業

趣　

味
：
川
・
山
遊
び

尾お

前ま
え 

勇ゆ
う

矢や 

さ
ん

未来にはばたけ！

平成19年10月20日生まれ

おとうさん：隆世 さん
おかあさん：亜弓 さん
いつも笑顔で困るくらい元気な
悠希も２歳。早く大きくなって
椎葉のガス配達よろしくね ! !

平成19年11月24日生まれ

おとうさん：寿尚 さん
おかあさん：由香 さん
４月から尾平住宅に来ました。
見かけたら声をかけて下さい
ね。よろしくお願いします。

松ま
つ

本も
と 

悠ゆ
う

希き 

く
ん

上
椎
葉
（
上
椎
葉
中
２
）

松ま
つ

岡お
か 

純じ
ゅ
ん
ぺ
い平 

く
ん松

尾
（
春
岩
尾
）

笑顔のわ●

◎このコーナーでは、職場・各種グループ・スポーツサークルなどを紹介し、“笑顔の輪”を広げていきます。

大
河
内
の
青
年
は

元
気
で 

明
る
い

芸
人
ぞ
ろ
い
で
す
！
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夏
祭
り
や
敬
老
会
・
運
動
会
で
恒
例
と
な
っ
て
い
る
仮

装
や
ダ
ン
ス
。
い
つ
も
地
域
の
み
な
さ
ん
に
笑
い
や
元
気

を
届
け
て
い
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
集
団
。
明
る
く
元
気

な
働
き
者
の
メ
ン
バ
ー
７
人
。
そ
の
内
６
人
が
独
身
な
の

で
、
現
在
、
彼
女
＆
花
嫁
を
募
集
中
で
す
! !

会長  　　　　　

椎葉 義
よし

喜
き

 さん

自称エンターテイナー

大河内 青年会
おお　　かわ　　うち　　　  せい　　ねん　　かい


